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研究成果の概要（和文）：本研究課題では、計 9回の合同調査を行い、聞き取りデータ、碑刻

資料、現地出版の文献資料などを得た。 

この活動を通じて、多くのイスラーム協会関係者・現地ムスリム識者との良好な交流を構築

できたことはこの分野の研究活動の活性化につながる成果の一つである。 

また、調査活動と収集資料の分析を通じて、下記のような共通認識を参加研究者の間で共有

されたことが研究上の成果であったと言える。 

(1) 各回民コミュニティの社会・文化・経済的な特徴の独自性が予想よりも大きく、個々

のコミュニティの形成について個別の調査・研究を進めて行く事が重要であること。 

(2) 上記の多様性・個別性が、中華人民共和国における「民族」の枠組みを改めて考える

上での基軸となりうること。 

(3) 各コミュニティに残されたアラブ・ペルシャ語碑文には漢語資料とは異なる情報が含ま

れており、回民コミュニティの形成過程を解明する上で、極めて重要であること。 

(4) 伝統武術に代表される、ムスリム伝統文化の各コミュニティにおける重要性。 

 これらの共通認識と資料分析の結果は、既に発表された学術論文、図書、小論、学会発表、

及びホームページ上に公開された各参加者の小論・リポートに反映されている（主な発表論文

等、及びその他を参照）。 

 なお、収集資料の分析はいまだ途上にある。そのため、分析結果の成果として論文集の出版

を計画しており、25 年度末までに出版準備を終え、26 年度に出版助成を申請する予定である。 

 
研究成果の概要（英文）： 

In this research, nine joint surveys were conducted to acquire interview data, historical 

inscriptions, local publication documents and other relevant material. 

 Through our research process, we have built a positive relationship with the members 

of local Islam associations and local Muslim intellectuals, which will lead to the 

activation in this field of research. 

 Another result of this research is that through field researches and analysis of 

collected resources, our member researchers have reached a sharing understanding composed 

of the following. 
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(1) Individuality of the social, cultural and economic characteristics of Muslim 

communities differ greatly, making it important to conduct survey and research 

individually on the formation of each community.  

(2) The individuality and diversity noted above could become the basis of recriticizing 

the frame work of “nationality” or “ethnic group” in People’s Republic of China. 

(3) The inscriptions written in Arab-Persian languages remaining in each community 

contains different information as seen in the resources written in Chinese, makes it 

extremely important in understanding the forming process of Muslim communities. 

(4) The importance of traditional culture in each Muslim community, for example, 

traditional  muslim martial arts.  

 These shared understandings are reflected in each research member’s published academic 
paper, book, article, academic presentation and papers on the web. 
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１．研究開始当初の背景 
回民についての歴史的研究は、個別的には

一定の蓄積があり、大きな問題提起もなされ
ている。しかし、それらに基づきつつも、さ
らに具体的な理解を可能とする材料を入手
し、各回民コミュニティの文化的・経済的活
動という視点から回民のエスニシティ形成
を歴史的に明らかにする必要がある。 
２．研究の目的 
中国各地の回民コミュニティの歴史的変

遷を考察することをめざす。とくに、各地コ
ミュニティのありかたの多様性とコミュニ
ティ相互のネットワークに注目する。また、
イスラームによって特徴づけられる回民の
エスニシティが、どのように自律的な文化
的・経済的活動によって歴史的に再構築され
てきているかを問う。 
３．研究の方法 
各地の回民コミュニティを訪問して、その

歴史を知る手かがりを収集して分析を進め
る。その手ががりとは、①清真寺などに残さ
れた碑文、②回民の刊行した文献、③オーラ
ル・ヒストリー、の三種である。 

４．研究成果 
本研究課題では、研究代表者、研究分担者、

連携研究者、研究協力者との共同で計 9回の
合同調査を行い、聞き取りデータ、数百点の
碑刻資料、現地出版の文献資料などを得た。  
この活動を通じて、多くのイスラーム協会

関係者・現地ムスリム識者との交流が発生し
たことは、今後のこの分野の研究に大きく寄
与する人的交流上の成果であった。 
また、調査活動と収集資料の分析を通じて、

下記のような共通認識を参加研究者の間で
共有されるようになったことが研究上の成
果であったと言える。 
(1)各回民コミュニティの社会・文化・経

済的な特徴の独自性が予想されたよりもよ
り大きく、地方的な傾向を考慮しつつ個々の
コミュニティの形成について個別の調査・研
究を進めて行く事が重要であること。 
(2)上記の多様性・個別性が、中華人民共

和国における「民族」の枠組みを改めて考え
る上での基軸となりうること。 
(3)各コミュニティに残されたアラブ・ペ

ルシャ語碑文には、これまでの漢語資料研究



では発見されなかった情報が見出だされる。
ゆえに回民コミュニティの形成過程を解明
する上で、極めて重要な情報ソースであるこ
と。  
(4)伝統武術に代表される、伝統文化の各

コミュニティにおける重要性。 
これらの共通認識と資料分析の結果は、既

に発表された学術論文、図書、小論、学会発
表（該当欄参照）、及び HP 上（その他の欄を
参照）に掲載された、各参加者の小論に反映
されている。 
なお、収集資料の分析はいまだ途上にある。

そのため、分析結果の成果として論文集の出
版を計画しており、25 年度末までに出版計画
を終え、26 年度に出版助成を申請する予定で
ある。 
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